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Ⅱ発 展 期

7.1930年 代 の恐 慌 期

1929年 のニューヨーク ・ウォール街の株式市場における株価大暴落に端を発 した世界経済恐慌

はカナダ経済にも大きな影響を及ぼさずにはおかなかった。ここではこの恐慌が南アルバータの

日系人たちにいかなる被害をもたらしたか、また彼らがこの不況期をどのようにして乗 り越えて

いったかに焦点を当てることにする。

大恐慌はレイモンドのような純農村地域に在留していた 日系人にはさほど直接的影響を及ぼさ

なかったものの、都市部や工業地域の日系人には大きな困難をもたらさずにはおかなかった。 と

りわけハーデヴィルのような炭鉱街は直接的な打撃を受け、ガル ト炭鉱をはじめとする多くの炭

鉱が閉山に追い込まれている。このためガル ト炭鉱に雇用されていた多 くの日系人鉱夫たち(そ

の大部分は沖縄出身者で占められていた)は 失業 し、他の分野に職を求めることを余儀なくされ

た。幸い彼らの多 くは小規模ながら農業を営んでいたので、当面は農業に専念 して難局を乗 り越

える道を選んだ。 しか しながら、この結果ハーデヴィル同志会は解散に追い込まれ、かわ りにレ

スブ リッジ農会が結成されることになったのである。

この頃、隣 りのBC州 では東洋系移民に対する排斥の動きが次第に高まりを見せつつあった。

1930年5月 に白加協会(WhiteCanadaAssociation)の チャールズ ・E・ ホープ会長がアルバー

タ州首相のJ・E・ ブラウンリーに宛てて書簡を送 り、1895年 以降BC州 で実施されてきた政策

(すべての東洋人に対して選挙権を認めないという露骨な人種差別に基づいた立法)を アルバー

タを含む西部諸州が足並みをそろえて採用に踏み切ることを求めた。 しかしながら、アルバータ

州はそれまで東洋人に対する差別的な立法を一切行ってこなかったし、ブラウンリー州首相には

そもそもそのような行動を起 こす気がなかったため、アルバータ州では以前と変わったことは何

も起きなかったのである。もっとも、白加協会に賛同を表明した組織もなかったわけではない。

たとえばカナダ商工会議所、アルバータ農民連合、第一次大戦退役軍人会などがそれである。1

1925年にアルバータ ・ビー ト栽培農家組合が結成され、その最初の会合で、東洋人労働者では

なくヨーロッパ人労働者を連れてくることを取 り決めた決議がなされたが、その後いくつかの間

題が生 じることによって、この決議は撤回を余儀なくされる。1935年 にピクチャー ・ビュート製

糖工場が操業を開始したが、おりしもビート栽培労働者の大部分を占める東欧系労働者が低賃金

と劣悪な労働条件に不満を表明し実力行使(怠 業)と いう手段に訴えたのである。長い団体交渉

の末に、1936年5月27日 になってようや くこの労働争議は解決を見たが、このス トライキによっ

て東欧系労働者とビー ト栽培農家 との間に修復不能な強い相互不信が生まれた。2

さらに、1941年 にビート栽培労働者組合によってふたたびス トが打たれ事態はさらに悪化す る。

組合側の要求は主として次の二つの項目に関するものであった。一つはビー トの間引き作業に対

して支払われる賃金を1エ ーカー当た り9ドルにすること、もう一つはアルバータ労働組合の苦

情処理委員会をアルバータ ・ビー ト栽培農家組合が承認すること、この二つであった。とりわけ

36



後者の労働者組合の要求に対して雇用主側が強い拒否反応を示した。製糖工場の経営者たちは、

組合との団体交渉を認める気持ちなどまったく持ちあわせていなかった。

当時のカナダ西部が置かれていた状況は農場労働老組合側にきわめて有利なものであった。す

なわち、カナダ西部では、一方で戦争遂行のために多 くの働き手が都市の軍需産業や戦地へ赴い

てしまったために農村の労働力不足は深刻なものになっていたし、他方では戦争が始まったこと

で砂糖に対する需要が劇的に増加 したため、ビート栽培農家 としては喉から手が出るほど労働力

が欲 しかった。3組合側は、当面雇用主側がどこか他に新 しい労働力の供給源を探すことはできな

いと確信 していたので、このような強気の行動に出ることができたのである。連邦政府農務省

(FederalDepartmentofAgriculture)の 統計によれば、カナダ諸州のなかでもとりわけ アル

バータ州とマニ トバ州において、農業労働力不足が深刻な事態にな っていた ことがわかる(表

1)。 後述するように、南アルバータのビー ト栽培農場における労使間の関係がこのような緊張

状態にあるときに、1942年 の強制立ち退き命令によってBC州 の日系人たちが ビー ト栽培労働者

として大量にこの地域に移住 してくることになる。

表1100農 場 当た りの労働力損失高

年 カ ナ ダ全 体 アル バ ー タ マ ニ トバ オ ン タ リオB.C.

1940年21.6%23.9%31.6%21.7%17 .2%

1941年34.5%43.9%44.1%32.2%29.9%

出 典:FederalDepartmentofAgriculture,FarmLabourinWartime,Ottawa,1943,#5.

8.日 本軍の中国侵略と日系人の兵役をめぐる問題

1931年9月 、日本軍は南満州鉄道爆破事件を起 こし、中国に対して軍事行動を開始 した。いわ

ゆる 「満州事変」の勃発である。1932年3月 、日本軍は満州のほぼ全域を手中に収め、日本政府

の傀儡政権 「満州国」の建国を宣言 した。このような日本の突出した軍事行動は国際連盟の批判

を招き、日本は1933年 に国際連盟を脱退する。1937年 には日独伊三国防共協定が成立 したことで、

軍部の独走には歯止めがかからな くな り、ついに藍溝橋で日中両国軍の衝突事件が発生した。

このような 「大東亜共栄圏」建設へ向か う日本の動きは、カナダ国内ではまったく注 目されな

かったわけではないが、当時のカナダでは不況が生んだ国内の経済問題に人々の関心が向け られ

ており、 日本の動きが大きく取 り上げられることはなかった。4南 アルバータでも概 して人 々の

関心は切迫 した経済問題に向いていたため、中国における日本軍 の動きに注意を払 う者は少な

かった。もっとも1937年 の南京虐殺の新聞報道にはかなりのスペースが割かれたため、アルバー

タでも日系人に対する中国系市民の感情は悪化の方向をたどった。か くして、カルガリーや レス

ブリッジの中華料理 レス トランや中国人経営の食料品店のなかには日本人客を拒否するところが

出てきた。5

1939年9月3日 にイギリスとフランスが ドイツに宣戦布告 し、その1週 間後にカナダ議会は宣
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戦 布告 を 決 議 した 。1940年 に は連 邦 議 会 の下 院 で 国家 総 動 員 法 が 可 決 通 過 した こ とに よ って カ ナ

ダは戦 時 体 制 へ 完 全 に移 行 す る。 この よ うな 状 況 の下 で 日系 人 の兵 役 を め ぐる 問題が 生 じた 。 熱

烈 な反 日論 者 と して知 られ る ヴ ァ ン ク ー ヴ ァ ー市 会 議 員 の ハ ル フ ォー ド ・ウ ィル ソ ンは 「カナ ダ

太平 洋 岸 に 日系 の よ く訓 練 され た 兵 士 を 多数 常 置 す る こ とは 、 結果 的 に 問題 を引 き起 こす こ とに

もな り、 不 幸 な 結 果 を招 く可 能 性 が あ る」 と述 べ た 。1940年10月1日 、 内 閣 戦 時 委 員 会(the

CabinetWarCommittee)はBC州 の 要 求 に 同 意 し、国 家 総 動 員 法 の下 、 日系 お よび 中 国 系市 民

を軍 事 訓 練 か ら除 外 す る こ とを 決定 した。6

この よ うに 、BC州 に おい て は 日系 人 を含 む 東 洋 系 カ ナ ダ 人 が兵 役 につ くこ とに は 強 い 拒否 反

応 が見 られ た もの の 、 アル バ ー タや そ の他 の州 にお い て はそ の受 け入 れ に関 して ほ とん ど問題 に

な らな か った の で あ る。7

1940年 か ら1941年 の間 に 、 南 アル バ ー タか ら カ ナ ダ陸 軍 に 入 隊 した 日系 人 の顔 ぶ れ は 、 次 の通

りで あ る。 ま ず レイ モ ン ドか ら トオ ル ・イ ワ ア サ(岩 浅)、 ス コ ヅ テ ィ ・オ オ シ ロ(大 城)、

ジ ョー ・タ カハ シ(高 橋)、 シ ン ・タ カハ シ(高 橋)の4名 。 ハ ーデ ヴ ィル と コー ル デ ール か らハ

リー ・ヒ ガ(比 嘉)、 トム ・マ ツオ カ(松 岡)、 ジ ョー ジ ・ヒガ(比 嘉)の3名 。 カル ガ リー か ら

ハ リー ・イ ナ マ ス(稲 増)と ジ ム ・イ ナ マ ス(稲 増)の2名 。 これ らの 日系 人 の うち 、 レイ モ ン

ド出身 の トオ ル ・イ ワアサ 、 ス コ ッテ ィ ・オ オ シ ロ、 シ ン ・タ カ ハ シの3名 は レス ブ リ ッジ で編

成 され た 工 兵 隊 「ロイ ヤ ル ・カナ デ ィア ン ・エ ンジ ニ ア ー ズ」(RoyalCanadianEngineers)に 加

わ って い る。 また 、 ジ ョー ・タカ ハ シ は 「カル ガ リー ・ハ イ ラ ンダ ーズ 」(CalgaryHighlanders)

に加 わ り、 日系 カナ ダ人 と して は極 め て まれ な 高 地 連 隊 兵 とな ってい る。8

Ⅲ戦 中 期

1.強 制立ち退きと強制移動

1941年12月7日(現 地時間)の 真珠湾奇襲攻撃に端を発した太平洋戦争の勃発に伴い、カナダ

連邦政府はすべての日系カナダ人を国籍の有無に関わらず(す なわち、日本人、帰化人、カナダ

生まれでカナダ国籍の日系人のすべてを)「敵性外国人」(theenemyalien)と 規定 し、彼らの市

民権を大幅に制限する措置に出た。さらに、国家の安全を脅かすとみなされた38人 の日系人が、

カナダ連邦警察(RCMP)に よって開戦即日逮捕されている。同年12月25日 、カナダ人兵士が隊

の大半を占めていた連合軍防備隊が香港での対日戦に敗れ、およそ2,000名 のカナダ人兵士が戦

死もしくは捕虜 となったため、BC州 の排 日感情は急激に悪化の一途をたどった。

1942年1月16日 、キング政府は内閣令PC365号 を発令 し、「防衛地域」(太平洋沿岸から内陸へ

100マイル以内の地域)か ら徴兵年齢(18歳 ～45歳)の 日本国籍を有するすべての男子の立ち退 き

を命 じた。そしてついにカナダの日系人すべての運命を大きく変えることになる強制立ち退き命

令が当時の首相マ ッケンジー ・キングによって出される。1942年2月24日 、内閣令PC1486号 が発
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令 され 、 この通 告 で す べ て の 日系人 は 「防 衛 地 域 」か らの 立 ち退 きを 余儀 な くされ た 。9こ れ に よ

り、BC州 内 の 日系 人 た ち は財 産 を没 収 され 、わ ず か な手 荷 物 だ け を 手 に あ わ た だ し く住 み慣 れ た

わ が家 を後 に した の で あ る。 そ の多 くは ロ ッキ ー山脈 内 の収 容 所 に 向か った が 、道 路建 設 の 現 場

(ロ ー ド ・キ ャ ンプ)や アル バ ー タ、 マ ニ トバ の ビ ー ト栽 培 農 場 へ 向か った 者 もい た(図1、 図

2お よび表2)。10こ の結 果 、 ヴ ァ ン クー ヴ ァー一を 中心 と したBC州 の 日系 人 コ ミュ ニテ ィは 、 わ

ず か に ス テ ィヴ ス トンの それ を除 い てす べ て 崩 壊 す る。

図1BC州 内の日系人強制収容所

出典:ロ イ ・ミキ、 カサ ン ドラ ・コバヤシ著 『正 された歴 史－日系 カナダ人への謝罪 と補償』(つ む ぎ出版)

よ り転載。
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図2防 衛地域からの集団強制移動後の日系人人口分布

出典:ロ イ ・ミキ 、 カ ンサ ン ドラ ・コバ ヤ シ著 、 前掲 書 よ り転 載 。

表2強 制移動後の 日系人の人口 分布(1942年10月31日 現在)

道路建設 キャンプ 945

ブ ル ー ・ リバ ー ～ イ エ ロ ー ヘッ ド 258

レベル ス トー ク～ シ カマ ス 346

ホ ー プ～ プ リンス トン 296

シ ュラ イバ ー 32

ブ ラ ッ ク ・ス パ ー 13

砂糖大根農場 3,991

ア ル バ ー タ州 2,588

マ ニ トバ州 1,053

オ ンタ リオ州(男 性 のみ) 350

BC州 内のキ ャンプ 12,029

グ リー ン ウッ ド 1,177

ス ロー カ ン・ ヴ ァ レー 4,814

サ ン ドン 933

カス ロ 964

タ シ メ 2,636

ニュー・デンバー

1,505
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BC州 内自活移動 1,161

産 業 プ ロ ジ ェ ク ト 439

特別許可により承認された雇用 1,359

ブ リテ ィ ッシ ュ ・コ ロ ン ビ ア州 925

アル バ ー タ州 90

サ ス カチ ュ ワ ン州 14

マ ニ トバ 州 24

オ ンタ リオ州 253

ケベ ック州 52

ユ ー コ ン準 州 1

日本へ送還 42

1942年3月 以前に移動 579

オ ンタ リオ州 の捕 虜収容所 に抑留 699

ヴ ァ ン クー ヴ ァー で拘 留 111

ヘ ー ス テ ィン グ ス ・パ ー ク 内病 院 105

合計 21,460

出 典:BritishColumbiaSecurityCommission,RemovalofJapanesefromProtected

Areas,Vancouver,October31,1942.

このように防衛地域からの立ち退きと内陸部への強制移動を迫 られた日系人の半数近 くは内陸

の収容所に入 らず、BC州 内の道路建設現場やアルバータやマニ トバのビー ト栽培農場などの労

働力 となる道を選んだ。この背景には、連邦政府がカナダ全土の労働力不足の緩和に日系人の労

働力を利用 しようとしたとい う事情が存在した。そこで政府はプレーリーのビート栽培農場での

労働に従事する日系人については家族単位での移動を認めた。か くして、家族がバラバラに離散

するのを望まない 日系人たちの多 くが、アルバータやマニ トバの農場に向かったのである。

2.日 系 人 受 け 容 れ をめ ぐ るア ル バ ー タ の対 応

既 に 見 た よ うに(表1)、 ア ル バ ー タや マ ニ トバ で は 、第 二 次 大 戦 の勃 発 と と もに都 市 の軍 需 産

業 や 軍 隊 に 働 き手 を 取 られ て しま った た め に 、1942年 ま でに は 両 州 と も戦前 の農 場 労働 力 の お よ

そ44%近 くを 失 って い る。 ア ル バ ー タ の場 合 、 ア ルバ ー タ ・ビ ー ト栽 培 農場 労 働 者 組 合(そ の組

合 員 の 多 くは 東 欧 系 、 と りわ け ハ ンガ リー移 民 労 働 者 か らな る)の ス トライ キ が、 労 働 力不 足 に

さ らに追 い 討 ち を か け て い た 。 この よ うな事 情 を考 慮 す る と、 雇 用 者 側 の 利 益 を 代 表 す る ア ル

バ ー タ ・ビ ー ト栽 培農 家 組 合 に とっ て、 日系 人 の労 働 力 は 極 め て 魅 力 的 な もの に映 っ た に ち が い

な い 。

1942年3月6日 、 南 ア ル バ ー タ の ビー ト栽 培 農 家 組 合 は ヴ ァ ン ク ー ヴ ァー に 自分 た ち の代 表 を

派遣 す る こ とを決 め て い る。 この代 表 と して選 ばれ た の は 、 ア ル バ ー タ ・ビ ー ト栽 培 農 家 組 合

(AlbertaSugarBeetGrowers'Association)代 表 フ ィ リ ップ ・ベ イ カ ー、 全 加製 糖 工 場(Can-

adianSugarFactories)代 表 フ ラ ン ク ・テ イ ラ ー、 連 邦 政府 農 務 省代 表A・E・ パ ー マ ー、 レス
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ブリッジ市会議員J・A・ ジャーデ ィンの4名 であった。彼 らは1942年3月4日 に結成されたば

か りのブリティッシュ・コロンビア保安委員会(BritishColumbiaSecurityCommission、 略称

BCSC)に 面会を求め、数名のメンバーと会談 している。この会談の結果、彼 らは日系人をビー ト

栽培農場に連れて くることにますます自信をもつに至った。11

慢性的な労働力不足とい う深刻な問題を抱えた雇用者たちに安 くて質のよい日系人の労働力が

歓迎されたのは事実である。しかし、排 日的な地元の一般住民や白人労働者たちにとって話は

まった く別であった。太平洋沿岸の日系人がアルバータ在留の日系人の親戚、知人、友人を頼っ

てアルパータに続々と到来し始めると、日系人労働者の流入に反対する運動がエスカレー トして

いった。か くして、1942年3月 、ビー ト栽培農場労働者組合をは じめとして各界、各層からBC州

の 日系人をアルバータから締め出すこと、さもな くば彼 らを軍隊の監視下に置き、戦争終結 と同

時に直ちにアルバータから退去させることなどを取 り決めた決議が南アルバータのいたるところ

でなされた。 レイモンド、 レスブ リッジ、テーバーなど第一次大戦以前から日系人が住み着いて

いたコミュニティについても例外ではなかった。12

アルバータの一般人が日系人の受け容れに反対したのには、もう一つ別の理由があった。アルバータ

には 「ハタライツ」(Hutterites)と 「メノナイツ」(Mennonites)と 呼ばれるアナバプテイ

ス トの一派のコロニーが数多 くある(ハ タライツのコロニーは当時ですでに33あ ったが、その後

その数は増え続けている)、 この人たちは自分たちの宗教上の信条を堅 く保持 して譲 らない こと

で知 られている。13とりわけハタライツは徹底 しており、絶対平和主義を信奉 し、子息を軍隊に送

り込まないし、国債は軍事費 として使われるからとい う理由で国債を買わない。 しかもコロニー

とい う自分たちだけの閉鎖的な コミュニティを作 り、自給自足に近い生活をしている。ホス ト社

会に同化しようとしないこのような閉鎖的なグループは一般人に歓迎されるわけがなかった。彼

らは産児制限をしないため驚異的な勢いで人口増加を遂げた。人口過密状態になると、新しいコ

ロニーを建設するために、既存 コロニーの住民の約半数が土地を求めて移動する。第二次大戦が

勃発し、農業経営が営利をもたらす ようになると、農民たちは新たな農地を求めてハタライツと

競合するようになる。か くしてハタライツを非難する世論が強 くなって くるのはある意味で当然

のな りゆきであった。BC州 の日系人もハタライツ同様、白人社会に同化することはないものと信

じられていた。ハタライツやメノナイツに加えて、 日系人までアルバータにこられてはたまらな

いというのが一般世論であった。14

以上見てきたように、アルバータの一般世論は日系人には来てほしくないというものであった。

しかし、農場経営者の立場からすると、日系人の安 くて良質の労働力は利用したいというのもま

た本音であった。つまり、アルバ ータの地域社会はこのような矛盾 した二つの立場に分裂 してい

たということができる。ところで、アルバータ州政府はこの問題に関していかなる態度をとって

いたのだろうか。早 くも1942年3月4日 にはこの問題が州議会で取 り上げられ、社会信用党(Soc-

ialCreditParty)の ウイ リアム ・アバハー ト州首相は 「日系人をどのように して管理するのか」、

また 「日系人は任意の時期に、任意の場所に移住することができるのか否か」について質されて

42



いる。これに対する彼の回答は、州政府には日系人の移動を止める権限がないが、「州政府として

は 日系人が南アルバータに集結することは望ましくないと考えている」 というものであった。16

要するに、アルバータ州議会は一貫して日系人のアルバータ州への移動に反対を表明してお り、

その基本姿勢は 「レスブリッジ ・ヘラル ド」紙に載 った次の記事に要約されている。17

アルバータ州議会は、以下のような決議を通過させた。すなわち、日系人によるスパイ

行為や破壊活動を防止するために、彼 らを恒常的な連邦政府の監視下におくこと、日系人

の福祉や教育に要する費用は連邦政府が負担すること、 日系人は戦争終結後直ちにアル

バータ州から退去させること。

このように、戦争終結後日系人を直ちにアルバータから再移動させることを保証する取 り決め

が存在したことが、南アルバータの人々が国家の安全保障のためにはやむを得ない措置としてB

C州 の日系人の存在を受け容れる気持ちにさせたといえる。18

3.BC州 日系人の集団移住始まる

BC州 から南アルバータへの最初の日系人移住者はおそらくレイモン ドへやってきた人々であ

ろう。1942年3月11日 までにBC州 から南アルバータに45人 の日系人たちが来住 している(こ れ

らの人々はレイモンドの連邦警察によってBC州 から移住 して きた 日系人 として登録 されてい

る)。彼 らはブ リティッシュ ・コロンビア保安委員会(BCSC)に よって送 り込 まれたのではな

く、個人的なつてを頼ってレイモン ドに移住してきたのである。つまり、これ らの人々はその大

多数が レイモン ドに戦前か ら在留 していた 「オール ド・タイマー」たちの知人や親戚であっ

た。19

BCSCに よ って 送 り込 まれ た 最 初 の 日系 人 家 族 の 集 団移 動 は 、1942年 の4月11日 か ら始 ま っ て

い る。 これ らの 家族 の移 動 は75人 か ら125人 の グル ー プを 単 位 と して な され て い る 。 そ れ ぞ れ の

グル ー プに は 、 日系 人 コ ミュ ニテ ィで指 導 者 と して の経 験 を 有 し、 人 々の 尊 敬 を 得 て い る者 が お

り、移 動 に伴 う さま ざ ま な 問題 の解 決 に 当 た った。20

BC州 か ら南 ア ル バ ー タ へ の本 格 的 な集 団移 住 は1942年4月 半 ば か ら数 次 に わ た って行 わ れ た。

最 初 の グル ー プ は、BC州 の ミヅシ ョ ン地 区 か ら来 て 、 コール ハ ース トーダ イ ヤ モ ン ド ・シ テ ィ

地 区に 落 ち着 いた 。124名 、22家 族 か らな る 第2の グ ル ー プ は、BC州 ワナ ッ クか ら来 て 、 ピ ク

チ ャー ・ビ ュー トに住 み つ いた 。 ス テ ィヴ ス トンか ら来 た73名 、10家 族 か らな る第3の グル ー プ

は コール デ ール へ 向か った 。 ニ ュー ・ウエ ス トミンス タ ーか らの23家 族 か ら な る第4の グル ー プ

が 向か った の は レイ モ ン ドー マ グ ラス 地 区 で あ った 。 こ うして 、21番 目の グル ー プ が6月 の 第1

週 に 到 着 した 頃 に は 、BC州 か ら南 アル バ ー タへ の 日系 人移 住 者 は お よそ2,250名 、370家 族 を 数

え る まで に な った 。21

これ らの 集 団 移 住 者 の 多 くはBC州 の フ レイ ザ ー ・ヴ ァ レー 出 身者 で あ り、 彼 らの 大 半 は 苺栽

43



培などの農業経験者で占められていた。22南アルバータの ビート栽培農家組合にすれば、 これに

よって積年の労働力問題は一気に解決するもの と思われた。これらの日系人はすでに十分な農業

の経験があり、日系人が低賃金で勤勉に働 くことには定評があり、さらに好都合なことには、彼

らは連邦政府の管理下にあるため、組合を組織することは禁 じられていたからである。23

BC州 から移動してきた日系人家族は、南アルバータに着 くやいなや、い くつかの生活上の困

難に直面することになる。24

第1に 劣悪な住居環境をあげなければならない。彼 らを収容するために作 られた宿舎は、急ご

しらえの一時的な居住のためのもので、夏の問はまだいいとしても、断熱材 も使用されていない

戸板一枚の小屋同然の住宅では、零下30度 ～40度 に もなる南アルバータの厳 しい冬はとても耐え

られるものではなかった。なかには鶏小屋、豚小屋、牛小屋、車庫などに入れられたケースもあ

る。

第2に 、当時の南アルバータでは生活に不可欠な水が不足していた。 とりわけ風呂好きな日系

人の水の消費量はハンガリー系など他の農場労働者のそれに比べるとはるかに多かった。南アル

バータでは水は遠 くからトラックで運ばなければならず、 しか もろ過装置 も十分なものではな

かったため、飲料や炊事に適した水は貴重なものとなった。25BC州 からアルバータについた あ

る日系人の体験記からの引用を次に掲げる。

アンダーソンの農場について私たちにあてがわれた 「家」を見てびっくりしました。そ

れまで麦を入れてあった粗末な物置小屋なのです。余 りに粗末な小屋なので、普段はほが

らかなGさ んも車庫の前にしばらく茫然 として座 り込んでおられました。ゲニイという鳥

が 「ゲエ、ゲエ」 となきながら飛び廻ってお ります。は じめて見る風車はカラカラと音を

たてながら廻ってお りました。……

文明の世にこんな生活もあったのかと思 う程アルバータの生活は不便でした。もちろん

電気などはな く、暗いランプがあるだけ。水は濁っていてとてもアルカリが強い。それも

遠 くの井戸から手で運んでこなければならないのです。お風呂などは夢の夢でした。それ

でも一家暮らせるのだからと心を持ち直 しました。26

何もかも文明の恩沢にあずかっていたBC州 の生活 とは比較にならない。 まず設備が

整っていないのである。洗面の水がない。約100メ ートルぐらいの井戸から水を汲み出し

運ぶのである。バケツもない。キャンデーの入っていた缶にひもをつけた。なんとまあ

濁ったみずであることか。洗面所 もない。台所の床上で少しの水で猫の顔洗いとい う所だ。

ハエが実に多い。便所は特殊な匂いとハエで充満 している。27

第3に 、農場や近隣までの距離があま りにも遠 く離れていたことがあげられる。BC州 の都会

での生活に慣れた人々には、このような生活環境は孤独感を呼び起 こさずにはおかなかった。と
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りわけ病気になった際に医者にかかれないことの不安はぬぐえなかったし、たとえ医者にかかれ

ても高額な医療費の負担に耐えられない家族が多かった。

第4に 、家族の中の働き手の数が少な くて、最初の冬を越すための十分な生活費を稼 ぐこと

ができない家族は、冬の間生活費を補 うために他の仕事を探すことが必要になるが、そのような

働 き口がなかなか見つからない。 このため、最初の冬を越すために、42%も の日系人が何らかの

形で救済基金(生 活保護)の 世話になっている。28たとえば、レスブリッジ地域の578の 日系人家

族の半数近 くが毎月大人10ド ル、子 ども5ド ルの救済基金の補助 を受けなければならなか っ

た。29

4.日 系人受け容れをめぐる争点

BC州 の日系人の受け容れをめぐって主な争点となったのは次の3点 であった。第1に 、 日系

人移住者の子弟の教育に要する費用を どこが負担するか、第2に 、南アルバータ地方の市町村に

在留する日系人の監視をどうするか、そ して第3に 、戦争終結時にどうやってアルバータからB

C州 の 日系人を退去させるかとい う問題である。

第1の 日系人子弟の教育費負担に関する問題は、アルバータの州議会や教育委員会でしき りに

論議された。ブ リティッシュ ・コロンビア州保安委員会(BCSC)は 、アルバータ州政府に助成金

を支出し、それをアルバータ州政府が日系人子弟の教育の費用に当てるために各学区に分配する

という方式をとった。この助成金の額は生徒1人 当た り65ドルであったが、これは当時のカナダ

の全国的な水準で見ても極めて高額な数字であった。もっとも連邦政府は第8学 年までしかこの

助成金の支給を認めていなかったため、さらに上の学年(ハ イスクール)へ の進学を希望する学

生は授業料(学 生1人 当た り年間70ド ル)を 自己負担 しなければならなかった。30

次に、日系人をいかにして監視の下に置 くか という第2の 問題は、南アルバータの各界、各層

の利害や思惑がか らみ、極めて複雑で厄介であった。BCSCと レスブ リッジ市との間の協定 によ

れば、 日系人はレスブリッジ市内に居住 した り、働いた りすることはできないことになっていた

が、日中市内で買い物を した り、ビヤホールなどに出入 りすることは大 目に見られていたようだ。

しかしながら、 レスブリッジ市内のある缶詰工場で20名 の日系人が働いていることが判明し、彼

らを移住当初に割 り当てられた農場に帰すべきであるとの議論がな されたが、途中紆余曲折 は

あったものの、当時工場の働 き手が不足 していた ことや、中央政府の意向もあ り、レスブリッジ

市参事会は妥協に追い込まれ、結局いくつかの条件をつけて彼 ら日系人が市内にとどまることを

認めている。31

1943年8月 に レスブリッジ市内にあった聖 ミカエル病院が病院内の雑役に日系人を雇用するこ

との許可を求めたが、同市の参事会がこれを拒否 した件をめぐって賛否両論が戦わされた。 しか

しながら市参事会はかた くなに拒み続け、1945年8月 に日本との戦争が終わった後に、聖 ミカエ

ル病院が再び日系人を雇いたいと請求をした際にもこれを拒否している。32

日系人に対する監視の強化をもっとも望んでいたのは実は農民たちであったか もしれない。と
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い うのも、彼 らは日系人が どこか よその土地に立ち去 ってしまうのではないかという危惧の念を

抱いていたからである。 日系人たちが移住当初に割 り当てられた農場にとどまる限 り、ビー ト栽

培農家にとっては恒久的な労働力が保障されるわけだが、このような彼らの思惑をよそに多 くの

日系人家族がより条件のよい働き口を見つけて立ち去 っている。 しかも、それに替わる新 しい日

系人家族がアルバータに到来する可能性はほとんどなかった。それというのも、BC州 内の強制

収容所の日系人たちのあいだでは、アルバータの日系人が置かれている劣悪な住宅環境、水不足、

苦 しい生活ぶ り、それに厳 しい気候風土など、否定的な情報ばか りが風評として広まっていたた

めである。33

だが、内陸収容所にとどまっていた日系人の東部への移動を妨げた要因としてより重要な働き

をしたと思われるのは、日系人に土地や家屋などの不動産購入の権利が認められていなかったこ

とである。 こうした政策が連邦政府によってとられたのは、日系人が移動先の土地に定着しない

とわかっていた方が受け入れられやすいと政府が判断 したか らであり、また実際それは事実で

あったのだが、皮肉なことに、この政策が逆に日系人の移動を妨げる大きな要因となったのであ

る。この事実を認識 した労働省の提案に応 じ、司法省は1943年 末に、この規制を少 し緩め、生産

または事業を目的とする土地の賃貸が日系人にも許されるようになった34

最後に大きな争点となったのは、南アルバータに定住 したBC州 の日系人を戦争が終結した際

にどうするかとい う問題であった。一般的な理解では、BC州 から南アルバータへの日系人の移

住は一時的なもので、戦争が終われば彼 らは再びBC州 へ帰るものと思われていた。州政府と連

邦政府との間で調印された協定には、戦争が終結 した時点から6ヵ 月以内に連邦政府は州政府の

要請に応えて日系人を移動させなければならないとする条項が明記されていたからである。35

5.忠 誠心調査と日系人分散政策

強制移動がほぼ終了した1942年 秋以降、1943年 から1944年にかけて連邦政府の分散奨励にもか

かわらず、BC州 から東部諸州への日系人の分散は遅々として進展が見られなかった。かかる事

態を打開するために、連邦政府は1945年春、日系人が収容されていた収容所などで忠誠心調査を

実施 した。 日系人のロッキー山脈以東への分散政策はカナダの国策であるから、カナダへの忠誠

心を示す者は東部への再移動に同意することが求められるし、それに同意しない者はカナダに対

する忠誠心がないとみなされ、日本に送還される。このいずれかを選択することを日系人は迫 ら

れたのである。

このような選択を迫られた日系人のうちどの くらいの割合の人が帰国希望を選択しただろうか。

1946年3月 末までに帰国希望の申請をした者は10,632人 で、帰国申請撤回をした者は6,313人 に

なっている(表3)。 その後、帰国申請者の数は1946年12月1日 までに10,813人 に増えている。当

時の日系人の全人口は約24,000人 であるから、40%以 上が帰国申請に署名 したことになる。こう

して1945年12月17日 の内閣令に基づいて、それが1947年1月24日 に撤回されるまでに3,964人 の

日系人が送還船で日本に追放されている。36
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表3日 系人の帰国に関す る調査(1946年3月25日 現在)

帰国申請 帰国申請撤回の要請

BC州

ロ ッキ ー 以 東

成 人 署 名 者

5,845

1,047

未成 年 家 族

3,416

324

成 人 署名 者

3,908

619

未成年家族

1,690

96

全 カナダ

合計

6,892 3,740 4,527 1,786

10,632 6,313

出:典:Department of Labour,Report on Re‐Establishment ofJapanese in Canada,

1944-1946,0ttawa,1947,p.26.

1945年8月31日 の調査によると、BC州 では帰国申請者の数は60.1%に のぼったが、アルバー

タ州ではその数はわずか15.4%に とどまっている。 これはアルバータの日系人のうち、日本国籍

を有する者790人 のうち176人 、カナダ市民となっている者432人 の うち46人 が帰国申請に署名 し

たとい うことを意味している。そして、最終的に政府の送還船に乗 ってアルバータから日本に

「帰国」 したのはわずか9名 であった。37

このようにアルバータにおける日系人の帰国申請者の割合が他の州と比較して格段に低か った

という事実は、まさに彼らがアルバータのホス ト社会から受け容れられていたことの何 よりの証

左であるといえる。アルパータの日系人がカナダにとどまることを選択した背景には、1905年 以

降この地域に住み続けてきたオール ド・タイマーと呼ばれる600名 に近い日系人たちの存在を忘

れるわけにはいかない。か くして、第二次大戦が終結する頃までには、南アルバータの日系人た

ちは急速に地域社会に統合されていった。38

第二次世界大戦後の 日系人の社会的地位－むすびにかえて－

これまでわれわれは第二次世界大戦前の南アルバータにおける日系人社会の生成 と発展の歴史

を見てきたが、本稿を閉じるに当たって第二次大戦後のカナダにおける日系人の社会的地位がど

のように変化 してきたかについて概観 してみることにしよう。

結論から先に述べると、第二次大戦後における日系カナダ人の社会的地位は、戦前 ・戦中のそ

れに比べると格段に向上 したということができる。この原因としては次のい くつかの要因が作用

したものと考えられる。
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表4主 要都市 の 日系人人口(1911年 －1971年)

1911 1921 1931 1941 1951 1961 1971

カル ガ リー 53 41 82 50 137 456 935

エ ドモ ン トン 23 32 41 35 124 230 610

ハ ミル トン － － 4 10 918 1,029 935

レス ブ リッ ジ * * 8 2 314 838 920

モ ン ト リオ ール 5 15 26 35 797 809 705

42 * * 1,670

ニ ュ ー ・ウ エ ス ト ミ ン ス タ ー * 424 601 566 43 67 140

ト ロ ン ト 12 42 100 105 4,633 4,407

3,880

135 * * 11,690

ヴ ァン ク ー ヴ ァ ー 2,036 4,246 8,328 8,458 873 3,132 5,045

9,299 * * 9,050

ヴ ィク トリア 182 225 297 217 11 17 25

ウ ィニ ペ ッグ 1 35 27 21 629 689 600

*は 該 当年 のデータが存在 しないことを意味す る。

ゴチ ックの数字 は大都市圏 の人 口を表す。

出典:CensusofCanada

第1に 、連邦政府が日系人に対 して 「拡散政策」を実施したため、日系人は戦前のようにBC

州に集中せず、カナダ全土に広 く分布するようになった(表2)。 また、各都市で も、戦前の日本

人街のように日系人だけで固まって住まず、広 く散らばって住むようになった。南アルバータの

日系人たちも、戦後、 レスブリッジ、カルガリー、エ ドモン トン、ヴァソクーヴァー、モン トリ

オール、 トロン トなどの都市へ次第に流出している。その結果、戦後になって日系人の居住地域

は農村部から都市部へ比重が移行 している。アルバータに限定 してみると、戦後 日系人の人 口が

レスブリッジ、カルガ リー、エ ドモントンの3つ の都市で急増していることがわかる(表4)。 そ

れでも南アルバータに点在する町々には、日系人コミュニテ ィが依然として存続 していることも

事実である。現在南アルバータで最大の日系人を抱える都市が レスブ リッジであ り、同市の日系

人の人 口は三世を含めておよそ5,000人 といわれる。同市には本願寺系の二つの仏教会(「 仏教

会」 と 「本派仏教会」)と 隣組(日 系人の社交クラブ)が あ り、驚 くほど立派な日本庭園(「 日加

友好庭園」)が ある。このほかにも、カルガリー、テーバー、 レイモンド、 コールデール、 ピク

チャー ・ビュー トなどにもかな りの数の日系人が居住 している。

第2に 、 日系二世、三世は戦前の一世のように、限られた職種ではな く、広い分野の職業に就

くようになった。 これは戦後日系人に対する差別的法規制がなくなったことと、一世が子どもの

教育に力を入れたため、二世、三世には高学歴の者が多いことに起因 している。二世、三世の間

には弁護士、医師、大学教授などの専門職や管理職従事者 の比率がヴィジブル ・マイノリティ
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(非白人マイノリティ)の 中で最も高く、日系人の社会的地位を押し上げた最大の要因となって

いる。また、失業率で見ても、日系人はヴィジブル ・マイノリティの中で最 も低 く、1991年 の国

勢調査では6%と なっている。

第3に 、二世、三世のあいだでは他のエスニック ・グループに属する人々との交婚(inter-m-

arriage)が 増えた。1991年 の統計によれば、ほとんどの都市で交婚率は80%を 超えてお り(35歳

以下では90%を 超える)、中国や韓国などの他のアジア系に比べると、はるかに高い交婚率を示

している。39これは日系人の同化が予想以上に急速に進んだことを意味している。交婚率の増加

と同化の進行は日系人のエスニック ・アイデンティティを希薄化 ・衰退化させる方向に作用する

ものと予想されたが、現実には自分のエスニック ・アイデンティティを日系とする人々の割合は

増えているとい う。40

第4に 、1960年 代から 「新移民」(NewImmigrants)が 日本から到着 しは じめた。彼 らの多 く

は高学歴で高度の専門知識や技術を持ち、意識面でも戦前の日系人のそれとは大きく異なる特徴

を持つ。 また、戦後高度経済成長を遂げた 日本が 「経済大国」 となったことで、カナダにおける

日系人に対する評価 も戦前 とは比較にならないほど好転 している。

最後に、戦後におけるカナダの日系人の社会的地位の向上にあたって、もっとも注 目すべき出

来事は、いうまでもなく 「リドレス」(Redress)と 呼ばれる運動である。これは戦時中の日系人

に対する不当な扱いに対する補償を求める運動であ り、1988年 にマルルー二首相による謝罪と金

銭的補償が実現 した。41この運動については近年多 くの文献が刊行されてお り、 ここでは詳細 に

立ち入ることは避けるが、この運動の成功が日系人(と りわけ三世)の アイデンティティ形成 に

与えた影響は計 り知れないものがある。42
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。 高 村 宏 子 著 「カナ ダに お け る 日 系 人 補

償 の 経 過 と背 景 」『カナ ダ研 究 年 報』 第10号 、1990年 、70-87頁 。全 カ ナ ダ 日系 人 協 会 著/横 山赳 夫 ・鹿 毛 達

雄 訳 『裏 切 ら れ た 民 主 主 義 』、 ウ ィニ ペ ッ グ 、1985年(NAJC,DemocracyBetrayed:TheCaseFor

Redress,Winnipeg,1984.)。 マ リカ ・オ マ ツ著/田 中祐 介 ・田中 デ ア ド リ訳 『ほ ろ苦 い 勝利 一戦 後 日系 カナ

ダ 人 リ ドレス運 動 史 一』 現代 書館 、1994年(MarykaOmatsu,BittersweetPassage,BetweentheLines ,

1992.)。 ロイ ・ ミキ 、 カ サ ン ドラ ・コバ ヤ シ著 、 前 掲 訳 書。 辻 信 一 著 『日系 カ ナ ダ人 』 晶 文社 、1990年 。鹿

毛 達 雄 著 『日系 カ ナ ダ人 の 追 放 』前 掲 書(と くに 「第5章 補 償 の 解 決 と 日系 人 社会 」)。飯 野 正子 著 『日系 カ

ナ ダ人 の歴 史 』 前 掲 書(と くに 「第 六 章 日系 人 コ ミュ ニテ ィ と補 償 要 求 問題1960-90年 代 」)。

42山 田千 香 子 著
、前 掲 書 、273頁 ～287頁 。
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